
 

平成３０年４月１０日（火）第１号 

能登町立柳田中学校   

校訓：「進取」「協調」「努力」 

 

 

       

 

５日の入学式で２４名の新入生を迎え、平成３０年度柳田中学校が生徒７２名、教職員１９名で

新たなスタートを切りました。 

今年度の学校教育目標は「豊かな心を持ち、たくましく生きる生徒の育成」です。確かな学力を

身に付け、豊かな心を育みながら、心身ともにたくましく生きていくことができる生徒の育成を目

指します。その実現に向けて、めざす生徒像を次のように設定しました。 

 

  

 

 

 

 

 校訓・めざす生徒像の実現に向けて、始業式では、１年間特に頑張ってほしいことを２つお願い

しました。 

①自ら進んで挨拶をすること 

  挨拶の「あい」には自ら近づく、「さつ」には心を開くという意味があります。勉強や部活動 

に気持ちよく取り組むためには挨拶が大切です。「おはよう、こんにちは、さようなら、ありが

とう、大丈夫…」など、たくさんの挨拶が飛び交う学校にしていきましょう。  

②自分の考えを伝える力を身に付けること 

世の中に出ると自分の考えを伝えることが求められます。授業や 

学校行事等を通して未来に通用する力を身に付けてください。 

 

柳田の未来を担う子どもたちが、たくましく生き抜く力を身に 

付けられるよう、教職員一同、全力で教育活動に取り組んでまい 

ります。保護者、地域の皆様には、今後とも一層のご支援とご協 

力を賜りますようお願い申し上げます。                                                

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明るい声、まっすぐな背筋での誓いの言葉でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春の陽ざしの中で、来賓の方々や保護者の皆様に

見守られて、平成３０年度の入学式が行われました。 

 入学生のまっすぐな視線と伸びやかな返事から、

中学校生活への期待感が伝わってきました。 

 私たち教職員は、この思いを受け止めて教育活動

に取り組む決意を新たにしました。 

 折に触れ、入学式での思いを振り返りながら歩ん

でいきたいと思い、言葉をご紹介しておきます。 

 

 

 

 

 

                

          

 

願いが込められたご祝辞に、言葉の力を感じ、

心動かされました。保護者として、地域住民とし

て、そして大人として、若人への責任あふれる思

いが伝わってきて身が引き締まる思いでした。 

生徒の皆さんには、大人の思いをぜひ心にとど

めておいてもらいたいと思い、記載します。 

 

「柳田の里に降った白い雪は、清らかな滴となり小

さな流れとなり、その流れを集めて町野川となりま

す。皆さんもまた、それぞれの地域より集まり、大

きな流れとなって、町野川と同じく大きな力となり

皆さんを逞しく成長させるものと信じてやみませ

ん。（中略）皆さんに期待したいことは、湧き起こる

心からの笑い、激しい怒り、底知れぬ悲しみや仲間

との楽しみ、喜怒哀楽の感情を隠すことなく表現し

てほしいということです。柳田中学校で経験する

様々な出来事、その結果表れる豊かな感性が皆さん

の心と体を育み、能登町で、日本で、世界へ通じる

人格を形成していくはずです。私達地域住民にとり

ましても、皆さんの懸命な姿と野田原頭に木魂する

歓声が活力の源、希望の象徴となりますので、この

三年間を力強く駆け抜けて下さい。 

最後に全幅の信頼をお寄せして我が子をおあずけ

いたします。ＰＴＡとしてできる限りの支援を行い、

学校発展に向け、共に歩みますことをお誓いし、祝

辞といたします。」              

＜校訓・めざす生徒像＞ 

進取  「意欲的に学び、新しいことにもチャレンジする生徒」 

協調  「人を思いやる心を持ち、助け合う生徒」 

努力  「目標の実現に向けて粘り強く努力する生徒」  

          

「今日から始まる中学校生活に胸をふくらま

せ、私たちは新しい第一歩を踏み出そうとしてい

ます。仲間を信頼し、励まし合い、認め合って、

一人一人の夢に向かって歩み、辛いことや苦しい

ことがあってもがんばり、失敗を恐れずに悔いの

ない中学校生活を送っていきます。（中略） 

私たち新入生は、進取・協調・努力の校訓を胸

に、一日も早く、この柳田中学校の校風になじみ、

学校のより一層 

の発展と向上の 

ために努力して 

いくことをお約 

束して誓いの言 

葉と致します。」 

（略）中学校では、部活動も始まります。本校の生徒アンケートでは、「部活動は自分を鍛えてくれる」

と答えた生徒が９４.５％にのぼりました。みなさんは、もうどの部活に入るかを決めている人も少な

くないでしょう。部活動では、先輩や仲間との活動を通して、協力し、学び合う大切さを感じること

ができます。それは、個人の成長としても大切なことです。ぜひ、積極的に先輩や仲間と交流してみ

て下さい。では、ここで、みなさんに質問です。私たちが入学に向けての学校紹介で説明した「柳田

中学校の五箇条」を覚えていますか。 

 一、挨拶は立ち止まって、大きな声で一日三回すべし 

 一、掃除は隅々まできれいにすべし 

 一、学年や男女の壁を越えて、学校行事を共につくることを楽しむべし 

 一、部活動は小さな目標を積み上げていくべし 

 一、時間をコントロールする力を身につけるべし 

（中略）自分のできるものから少しずつ取り入れてみて下さい。  

 

 

 

 

 

先輩としての初仕事 リボンづけ 
２４名 背筋のばして入学す 

 

校長 吉村 明美 


